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ライフストーリー動画を通じた対話に関する一考察 
―動画がワークショップ参加者に与えた影響に着目して― 
 
桟敷 まゆみ1 
 
要旨 
筆者らは、本学学生をはじめ、鈴鹿市及び近隣地域の若者が、多様な人々と共に生きる
ためのコミュニケーション能力を高めることを目的として、年に数回、ワークショップを
開催している。ワークショップ参加者はワークショップの場において、多様な人々と直接
対話したり、ライフストーリー動画の視聴を通じて動画発表者と間接的に対話したりする。 
本研究では、ワークショップ参加者にインタビュー調査や質問紙によるアンケート調査
を実施した。結果、ワークショップ参加者がワークショップでの他者との対話から一定の
インパクトを受け、多くの気づきや学びを得、自分の人生の「これまで」を再構成もしく
は再確認していること、次いで、各々が「これから」のために、ワークショップ後の日常
において新たな選択をし、行動していることが明らかになった。 
さらに、ライフストーリー動画が、世代を超えて他者とつながり、対話するための道具
として機能し得ることを確認した。そこに、次世代を担う若者に対する人材育成上の教育
的価値を見出すことができる。 
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１. はじめに 
日本企業の海外事業展開や、少子高齢化に起因する労働人口の減少を社会的背景とし、
国境を越えて活躍できるグローバル人材の育成と確保の重要性が指摘されて久しい。経済
産業省によれば、グローバル人材とは次のような人材である。 
 
グローバル化が進展している世界の中で、主体的に物事を考え、多様なバックグラウ
ンドをもつ同僚、取引先、顧客等に自分の考えを分かりやすく伝え、文化的・歴史的
なバックグラウンドに由来する価値観や特性の差異を乗り越えて、相手の立場に立っ
て互いを理解し、更にはそうした差異からそれぞれの強みを引き出して活用し、相乗
効果を生み出して、新しい価値を生み出すことができる人材。１） 
                                                   
1国際人間科学部国際学科 
53
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文科学・社会科学編 第 1号 2018 
  
桟敷 まゆみ，ライフストーリー動画を通じた対話に関する一考察 
今や、こうした人材の育成の場として、大学が産業界から期待されている。 
筆者らは、本学学生をはじめ、鈴鹿市及び近隣地域に居住する若者たちが、多様な人々
と共に生きるためのコミュニケーション能力を高め、自らの人生を切り拓いていくことを
支援するため、「コトバ・わたし・未来」ワークショップ（以下、ワークショップ とする）
を開催している。（１） 
ワークショップでは、ライフストーリー動画（２）を活用し、コミュニケーション・スキ
ルを身につけるための様々な活動を行っている。各回 1 名が事前に制作した動画をワーク
ショップで発表し、動画発表者の人生をワークショップ参加者と共有し、感想や意見など
を交換する。こうした活動を通じて、自分のことばで自分自身や自分の考えを表現する力、
他者に対する共感的理解力、多様性を受容する態度等を養成することを目的としている。 
先行研究では、ライフストーリー動画を利用した教育活動及び若者支援の実践研究は見
られない。筆者は先の論考において、動画発表者に事後インタビューを行い、その語りを
分析し、動画発表者がワークショップの場や動画制作における他者との対話から多くの気
づきを得、自らの認識を変えたり、新たに付け加えたりすることを明らかにした。そうし
た認識変化は、一つは自らのふるまい方や他者との関係性を豊かに多様にする経験、もう
一つは自分の「これまで」を再構成し、「これから」の自分の立ち位置及び方向性を明確に
する経験として意味生成される。２） 
対話は語り手と聞き手の相互行為である。ワークショップでの動画発表における聞き手
は、ワークショップ参加者だ。したがって、本稿では、ワークショップ参加者を調査対象
とし、ワークショップの場で交わされた直接的な動画発表者との対話、または動画視聴を
通じた間接的な動画発表者との対話、さらにワークショップ参加者間の対話が、参加者に
どのようにとらえられ、参加者の認識や考え、行動等にどのような影響を与えるかを明ら
かにする。 
以降、まずはワークショップの構成及び流れ、各回において披露された動画作品の概要、
調査対象としたワークショップ参加者の属性や背景について概略的に説明する。次にワー
クショップ参加者に対して実施した事後インタビュー調査における語りを分析し、参加者
がワークショップにおいてどのような経験をし、他者との直接的な対話や動画視聴による
間接的な対話を通じて、何を感じ、考え、気づいたかを明らかにする。その上で、ワーク
ショップ参加者の認識や考え、行動がどのように影響されたか。さらに、動画がどのよう
に機能するかを考察する。 
 
２. ワークショップの事後インタビュー調査 
2.1. ワークショップの構成 
ワークショップ は日本人、留学生、外国につながる人に、自分の「これまで」と「これ
から」を語り、分かち合う機会を提供するもので、2015 年度と 2016 年度は年 3 回、2017
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年度は 2 回実施している。 
表 1 に、ワークショップの構成及び流れを示す。 
開始のあいさつ後、まずは知らない者同士が互いを知り、緊張をほぐすためのアイスブ
レイク、次に自分の意見等を出すための練習であるブレインストーミングの活動を経て、
動画視聴、感想や質問の共有・意見交換、質疑応答へと進む。こうした活動は、互いに居
心地のよい場をつくりながら、多様な人と円滑にコミュニケーションするためのスキルや
態度を身につけることを目的として行っている。 
 
表 1 ワークショップの構成及び流れ 
1. 開始のあいさつ 
2. アイスブレイク 1) 足し算自己紹介：自分より前に自己紹介した人の名前を全て
言ってから、自分の名前を言う自己紹介 
例）Ａ：Ａです。 →Ｂ：ＡさんのとなりのＢです。 
 →Ｃ：ＡさんのとなりのＢさんのとなりのＣです。 
2) 協調的に話す活動：相手が言ったことを取り入れたり、くり返
したりしてから、自分の話を付け足す。 
例）Ａ：ここは暖かいですね。 
  Ｂ：ええ、暖かくて、気持ちがいいですね。 
3. ブレイン 
ストーミング 
例）「赤」と言えば 
 →トマト、郵便ポスト、太陽、ハート、血、りんご‥‥ 
「赤」から連想するものを各自ポストイットに一つずつ書き出した
あと、グループで共有する（質より量が大事、人の真似 OK！）。 
4. ライフストーリー 
動画 
1) 視聴 
2) 感想などの共有：感想や質問を各自ポストイットに書き出した
あと、グループで共有する。 
3) 発表者への質問：質問者が名前や感想などを言ってから質問
する。 
5. 活動のふり返り 参加者が「これからはこうしたい」などの決意や今の気持ちを
用紙に書き、それを見せながら発表する。 
6. 終了のあいさつ、茶話会の案内 
 
表 2 に、2015 年度と 2016 年度の動画発表者、作品の概要を示す。 
ワークショップでは各回 1 名が動画を発表することにしており、2016 年 12 月までに
6 名が作品を披露した（３）。 
これらの作品は、Draw My Life（４）という表現手法で制作した。Draw My Life とは、制
作者が自分の生い立ちや人生の出来事をホワイトボードに描き、その描画の様子を撮影し、
映像を早送り再生で編集したものに、ライフストーリーのナレーションをつけた動画であ
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る。 
次節に述べる、本研究の調査対象者 9 名は、この 6 作品のいずれかをワークショップに
おいて視聴した。 
 
表 2 2015～2016 年度の動画発表者、作品の概要 
発表者 学年 性別 出身 作品の概要 
M さん 
大学
1 年 
男性 ブラジル 
名古屋で生まれ、9 歳までブラジルで育った
あとに来日し、定時制高校で働きながら学び、
工場勤務を経て、本学に入学するまでのこと 
L さん 
大学
2 年 
男性 ペルー 
2 歳で ペルーから 来日後、 4 カ国語を話す
までに成長したその過程について 
Z さん 
大学
2 年 
女性 ペルー 
16 歳で来日。わずか数カ月後に高校へ入学し、
日本語が分からず困ったが、周りの人に支えら
れながら高校を卒業し、大学に進学したこと 
D さん 
大学
2 年 
男性 ネパール 
シンガポールで生まれ育ち、母国のネパールに
帰国後、日本に留学するまでのこと 
S さん 
大学
2 年 
女性 韓国 
中学・高校時代にフィジーへ英語留学し、帰国。
その後、約半年で日本語を学び、本学に入学し
たこと。大学生活や将来の夢について 
T さん 
大学
4 年 
男性 日本 
いじめを受け、疎外感を覚えながらも前向きに
生き、今は過去の自分を肯定的にとらえ、夢に
向かって努力していること 
（※動画発表時の学年を記載） 
 
2.2. 調査対象者 
ワークショップには毎回、本学の学生をはじめ、鈴鹿市及び近隣地域の中学校・高校の
生徒や教員、国際交流団体、外国人支援団体等に属する人が多数参加する。ワークショッ
プ参加者を所属等によって大別すると、①本学の学生、②中学校や高校の生徒、③外国に
つながりを持つ若者の支援に関心のある社会人（以下、若者支援者）の 3 つに分けられる。 
本研究では、2015 年度及び 2016 年度のワークショップ参加者のうち、近隣地域のブラ
ジル人学校に通う日系人の高校生 5 名と、複数回ワークショップに参加している若者支援
者 4 名を調査対象者とし、事後インタビュー調査を行った（５）。日系人高校生 5 名にはイ
ンタビュー調査に先立ち、質問紙によるアンケート調査（６）も実施した。 
本学の学生を調査対象としなかったのは、彼らが動画発表者やスタッフ（司会、ファシ
リテーター、会場設営など）としてワークショップ運営に深く関わっており、純粋な参加
者とは見なせないためだ。ワークショップ運営に関わる学生については、異なる観点から
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の考察が必要だと考えており、別稿に譲ることとする。 
表 3 に、調査対象としたワークショップ参加者の属性、参加回数、視聴した動画作品を
示す。 
 
表 3 ワークショップ参加者の属性、参加回数、視聴した動画作品 
参加者 学年・職業 性別 参加回数・動画作品 
G.Y さん 高校 1 年 男性 1 回 
T さんの作品 
A.Y さん 高校 2 年 男性 1 回 
L.A さん 高校 2 年 女性 1 回 
E.S さん 高校 2 年 女性 1 回 
J.K さん 高校 3 年 男性 2 回 S さん、T さんの作品 
H さん 日本語講師（50 代） 女性 4 回 Lさん、Dさん、Sさん、Tさんの作品 
E さん 日本語講師（40 代） 女性 2 回 M さん、Z さんの作品 
I さん 会 社 員（40 代） 男性 3 回 S さん、T さん、Z さんの作品 
K さん 団体職員（30 代） 男性 3 回 M さん、S さん、T さんの作品 
（※高校生は参加時の学年を記載） 
 
事後インタビューの調査期間は 2017 年 8～9 月である。参加者がワークショップに最後
に参加してから約 8～13 カ月経過している。 
日系人高校生の調査対象者は皆、日本生まれ、日本育ちであるが、日本社会との接点は
少なく、母語はポルトガル語やスペイン語である。日本の保育園や公立学校に通い、そこ
で日本人にいじめられたり、奇異の目で見られたりし、嫌な思いを経験した生徒もいる。 
彼らの日本語講師である H さんの助言により、彼らにはインタビュー調査の 2～3 週間
前に質問紙によるアンケート調査を実施した。回答は日本語または英語で記入してもらっ
た。事後インタビュー調査では、その回答を見ながらさらに詳しく話を聞きたいことにつ
いて質問していった。 
一人当たりのインタビュー所要時間は 10 分前後である。生徒らの緊張をほぐし、できる
だけ普段どおりリラックスして話をしてもらうため、インタビューの場には H さんに同席
してもらい、適宜、発言や質問をしてもらった。なお、ワークショップ参加時に 3 年生だった
J.K さんは学校を卒業し、就職していて都合がつかず、事後インタビューを行えなかった
ため、アンケート調査の回答のみとなった。 
若者支援者の調査対象者 4 名に対しては、一人当たり 30 分～1 時間程度の半構造化イン
タビューを行った。「ワークショップ参加のきっかけは何ですか」という質問から始め、
ワークショップでの体験や活動に関する感想や意見、印象に残っていること、参加者同士
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で話したこと、ワークショップ後に考えたことなどについて話を聞いた。 
インタビューを行う際には、調査対象者にインタビューの使用目的と概要等を説明し、
記録のため IC レコーダーで音声を録音することの承諾を得た。 
 
2.3. 事後インタビュー調査の分析方法 
事後インタビュー調査における発話の分析は、以下の手順で行った。 
① 文字テキストデータの作成（録音データの逐語文字起こし） 
② テキストの分節化 
③ 分節化データの分析 
④ 語りの抽出 
分節化したデータはワークショップ参加者それぞれに分析し、他者との対話に関する語
り、動画視聴に関する語り、新たな行動に関する語りを抽出した。ワークショップでの直
接的な他者との対話や、動画視聴による間接的な動画発表者との対話が、ワークショップ
参加者らに何らかのインパクトを与え、彼らの認識や考え、行動等が変化すると考えるた
めだ。 
分析の観点は、ワークショップ開催の情報を得て、参加を決めたときから事後インタ
ビュー調査の時点までに、ワークショップ参加者に何が起こり、その時々に参加者が何を
感じ、考え、どう行動したかである。 
 
３. ワークショップ参加者の事後インタビュー調査における語り 
ここでは、ワークショップ参加者の事後インタビュー調査における語りをまとめ、報告
する。 
以下、鉤括弧「」は調査対象者（ワークショップ参加者）のインタビューにおける発話、
または質問紙によるアンケート調査回答の記述の引用、丸括弧（）は補うことで文脈が
明確になる補足である（７）。 
 
3.1. 日系人高校生 4 名の語り 
3.1.1. ワークショップ参加のきっかけ・動機 
日系人高校生、G.Y さん、A.Y さん、L.A さん、E.S さんの 4 名は、日本語講師の H さん
からワークショップの情報提供を受け、参加を勧められ、「新しい経験」を求めてワーク
ショップに参加した。日本の大学に行ったことがないから一度見てみたい、どのような雰
囲気か、どのような人がいるのか知りたいなど、大学に対する興味や好奇心が参加の動機
となった。 
実際に日本の大学（本学）を目にし、G.Y さんはキャンパスの広さに驚き、自分たちの
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学校とは雰囲気が全然違うと感じた。A.Y さんも事前に調べていたブラジルの大学の自由
な雰囲気とは異なるものを感じた。E.S さんは本学に日系ブラジル人の学生がいることを
知り、「私も入れるなぁ」と思った。 
3.1.2. ワークショップでの体験、他者との対話 
ワークショップではアイスブレイク、T さんの動画視聴、その感想や質問の共有、発表
などの活動を体験した。一つ一つの活動の詳細については覚えていないが、こうした活動
を通じ、普段会わないような人々と出会い、様々な話をしたことは強く印象に残っている。
中でもアイスブレイクの足し算自己紹介は「遊び」のような感覚で面白かった。 
A.Y さんと L.A さんは社交的な性格で、ワークショップでも多くの人と積極的に交流し
た。 
L.A さんは人と話すのが好きで、20 人ほどの人と話した。どこから来たか、将来は何を
したいか、ずっと日本にいるかなど、互いに様々なことを話し、「いろんな人のライフス
トーリーを聞いて、とてもよかった」。はじめはいい経験になるとは思っていなかったが、
想像していたのと違い、とてもよかった。ワークショップで出会ったブラジル人の女性と
友だちになり、今も SNS でつながっている。 
E.S さんは本学の学生と話し、大学の授業や日本の大学で勉強を続ける理由などについ
て話を聞いた。学生の「皆さんはとてもにぎやかだったし、なんか話しやすかった」ので、
とてもいい経験だった「It was a very nice experience.」。 
G.Y さんはあまり多くの人と話さなかったが、日頃、日本人と話す機会がほとんどない
ので、日本人と日本語で話せたことが勉強になった。 
3.1.3. ワークショップで得た気づき・学び 
4 名の日系人高校生はワークショップでの様々な活動や他者との対話を通じて、それぞ
れに気づきや学びを得、自らの将来や文化の違いなどに考えを巡らすことになった。特に、
T さんの動画視聴や本学学生との対話から、それぞれに得るものがあった。 
A.Y さんは T さんの動画を見て、この作品中のエピソードを通じて、文化の違いを見る
ことができるのが、視聴者にとっていいことだと思った。動画では、T さんがいじめを受
けた原因として、父親が他界して不在なことや経済的なことが語られるのだが、A.Y さん
はブラジルやボリビアでは、これらのことがいじめや悪ふざけの原因にはならないと考え
ている。人は皆それぞれで、それが「普通だ」と思うからだ。だが、自分が「普通だ」と
思うことが、日本の文化から見れば普通ではない。A.Y さんも保育園の頃、母親の手作り
弁当ではなく、コンビニの弁当やマクドナルドを持って行って、日本人に好奇の眼差しを
向けられた経験がある。 
 
A.Y：「日本人とか全部変な顔とか見て、なんかあいつ弁当とか、俺持ってるけど、あん
た持ってないとか。でも、ブラジル人と住んだら普通にないです、そういうこと。 
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弁当持ってきたら、ちょっとちょうだいとか。（日本では）それがないんで」 
 
L.A さんも、日本人の T さんがいじめを受けたエピソードに衝撃を受けた。外国の人た
ちは「私たちだけこんな差別受けるんや」と思っているが、差別やいじめは日本人も受け
ることがあり、国の違いだけではないことが分かった。T さんの動画はそれを視聴者に伝
えることができるし、また「ちょっと苦しんでいる人たちのために、そのみんなを助ける
ために、とってもすてきだ」と思う。 
E.S さんも「自分だけのことを考えて、なんか自分だけが辛いことを生きてる、でも、
一人じゃない」と感じた。T さんの動画は、人が困難を克服するための助けとなる動画で、
とても興味深い。困難に向き合うときの見方を変えなければいけないと気づき、考え方が
変わった。 
G.Y さんは、T さんがいじめを乗り越え、今は自分の好きなことをして頑張っている姿を
見て、自分も将来のために勉強を「もっと頑張らなきゃ」と触発された。当時、テストの
点数が少し低くなっていたからだ。今は得意な数学に力を入れており、日本語も頑張って
いる。将来の進路についてはまだわからないが、勉強は「大切」で、何かの役に立つだろ
うと考えている。 
L.A さんは T さんと直接話をして、将来、自分の好きなことや得意なことをしようと考
えるようになった。自分のしたいことがすぐにできず、やりたくない仕事、つまらない仕
事であっても頑張りながら、少しずつやりたいことを目指していくつもりだ。人の目を気
にせず、人に「ちょっとアホだな」と思われても、自分にとって良いことをしなければい
けないと学んだ。 
A.Y さんにとって、ワークショップや本学のオープンキャンパスを通じて日本の大学を
見たことは「いいこと」だった。その後、考えた結果、ブラジルの大学に進学することを
決めた。 
E.S さんは本学学生との対話を通じ、日本での大学進学の可能性を検討している。 
 
以上、4 名の日系人高校生はワークショップという非日常的な場で新しい経験をする中
で、本学学生をはじめ、多様な人たちと直接対話し、また動画視聴を通じて動画発表者と
間接的に対話し、それぞれに多くの気づきや学びを得たことが分かった。 
次に、若者支援者 4 名の事後インタビュー調査における語りを報告する。 
 
3.2. 若者支援者 4 名の語り 
3.2.1. ワークショップ参加のきっかけ・動機 
H さん、E さん、I さん、K さんの 4 名は、日頃から職務やボランティア、または当事者
として外国につながる若者を支援している。そのため、ワークショップ運営に関わる本学
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関係者と何らかのつながりを持っており、ワークショップ開催の案内を受け取り、参加す
ることとなった。4 名ともはじめはワークショップで何をするのかよく分からなかったが、
そもそも異文化交流や多文化共生に親和性が高い人たちなので、ワークショップに興味を
持ち、足を運んだ。 
H さんはブラジル人学校の日本語講師で、前述の日系人高校生を担当している。本学関
係者からワークショップの趣旨を聞き、良さそうだと思い、まずは一人で参加した。そこ
で見た動画に感銘を受け、生徒たちに同じような境遇の日系人の先輩が頑張っている姿を
見せたいと、その後、数名の生徒やブラジル人の同僚を連れて複数回参加した。 
I さんは中学生の娘を持つ日系ブラジル人だ。日系人の子どもの教育に関する問題は、
他人事ではない。職場の仕事の他に労働組合にも携わっているが、そこで日系の子どもの
大学進学や言葉の問題などが話題になることもある。本学職員から日系人の学生が本学に
在籍していることを聞き、関心を持った。 
E さんはワークショップ参加当時、近隣地域の中学校で日本語講師をしていた。日頃、
指導する外国につながる生徒の多くが「自分は○○人だ」ということを強みにできずにい
るのを目にしていたが、何に葛藤しているのか見えなかった。加えて、外国につながる子
どものアイデンティティの問題は大きいと感じていた。ある時、本学教員に日系ブラジル
人の学生が動画を発表すると聞き、その学生がどのように自分の生い立ちや自分自身を語
り、ブラジル人であることを強みにしているか、見てみたいと思った。 
K さんは国際交流団体に勤務している。職場がワークショップ開催に補助金を出してい
ることもあり、ワークショップに参加した。 
3.2.2. ワークショップでの体験、他者との対話 
若者支援者らも日系人高校生同様、アイスブレイクの足し算自己紹介が強く印象に残っ
ている。仕事関連の研修会等でワークショップの参加経験がある社会人から見ると、本学
のワークショップではアイスブレイクの活動に比較的長めの時間が割かれ、その場に集
まった知らない者同士が互いをよく知り、リラックスして話ができるよう、丁寧に活動が
進められていると感じた。そうすることで、参加者同士の距離が近くなり、互いに考えを
出し合うことができ、多様な意見が聞け、そこへ身を置くことが楽しいと思える。 
若者支援者らは 30 歳代から 50 歳代で、参加学生・生徒らの親世代ともいえる。そのた
め、学生の輪に入ることを遠慮し、若い世代との対話は、動画発表者に賛辞や謝辞を伝え
たり、動画について質問をしたりすることが中心だった。 
E さんの目には、動画発表者の M さんが壇上に立つ姿はとても立派に映った。直接話を
すると、質問に真摯に答える様子から動画発表のためによく準備をしたことや、やり終え
た達成感が伝わってきた。 
動画は普段なかなか知り得ない「人の生き様」を公開するものだ。H さんは、他者の困
難を知り、ひたむきに努力するその人の姿を目にすることが、見た者の力となり、前向き
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な姿勢につながると考えている。また、共にワークショップに参加した同僚も、日本に生
きる日系の若い世代の将来やブラジル人学校を卒業してからの進路等について、ワーク
ショップから何らかの示唆を得たようだった。 
他方、若者支援者同士の対話は、情報交換や近況報告が中心となった。互いに興味関心
が似ていたり、仕事上のつながりがあることから、横のつながりをつくって交流を図って
いた。一部の人は若者世代同様、SNS でつながっている。 
3.2.3. ワークショップで得た気づき・学び 
若者支援者らもワークショップでの様々な活動を通じて、学生や生徒たちの様子や発言
に触れたり、動画を視聴したりして、多くの気づきや学びを得た。 
H さん、E さんはそれぞれ、ワークショップで活動しているときの学生スタッフの言動
や、いくつかの動画作品を見て、「若者を見守る」ことが大事だと気づかされた。 
H さんは、ワークショップの司会やファシリテーターを務める本学学生に、発言等のた
どたどしさ、時間配分や段取りの間違いなどが見られたとき、つい手助けや口出しをした
くなったが、それを飲み込んで見守った。 
 
H：「あのワークショップでは何回か、『あー今助けてあげたいけどな、だけど私が出ちゃ
いけない』っていうのを自分で学びました」 
 
E さんは、日々接している、外国につながる生徒たちの時間の流れがゆっくりしている
ことが気がかりで、「日本の生活のリズムに合わせていく必要もあるんじゃないかな」と
思っていた。だが、M さんの動画を見、思春期に「ウザウザ」と葛藤していた M さんが大
学生になり、立派にやっている姿を目にし、「大人になることで答えが出るっていうことも
たくさんあるんだなってことを」実感した。今、ピシッとしている M さんにも、悩んでい
た時期があったことは発見だった。焦らずゆっくり歩んでいくことが大事で、辛かったこ
ともプラスに変えていくだけの可能性が、人にはあることに気づいた。 
 
E：「逆算して、じゃ、ほんとに今彼らに何が必要なのかってことを考えていかなくちゃ
いけない。〔中略〕立派な大人になるには、今、私にできることっていうのは急かす
ことじゃないなっていうのは感じましたね」 
 
I さんは、日系の大学生や中高生がワークショップに参加していることに感心し、日系
の若い世代の教育について大いに刺激された。若い世代がブラジル人だと言いながらきち
んとしたポルトガル語を話せず、また日本語も身につかないまま成長し、親世代と同じよ
うに「手っ取り早く製造業で働く」ようになることに危機感を覚えている。よって、より
多くの仲間に子どもの教育に関心を持ってもらい、ワークショップに呼び込むことを課題
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としている。困難を乗り越えながら日本の大学に入り、頑張っている日系人学生の存在を
知り、その姿を目にすれば、若い世代にもその親世代にも刺激になり、進路を決める上で
何かのヒントになるはずだと考えている。 
例えば、S さんの 6 カ月で日本語を勉強し、日本へ留学した話は、何年も日本に住みな
がら日本語ができない日系人の刺激になるだろう。「労働法に対してもうちょっと勉強し
なきゃいけないのに、ぐうたらして」いる I さん自身も、刺激を受けた。また、いじめを
乗り越えた T さんの動画は、言葉の壁やいじめの問題などから不登校になった子どもに勇
気を与えるはずだ。 
K さんは、S さんの動画を通じて文化の違い、具体的には子育て観、子育てスタイルの違
いを垣間見た気がした。S さん家族は父親だけを国に残し、娘の英語教育のために家族で
フィジーへ行ったが、それは日本ではあまりないことだろう。 
 
K：「海外に住んでると、そういう機会を持つ人たちっていうのは、もっと多いのかなって
いうことは発見しました。フィジーでそんな、勉強できるなんて知りませんでしたし。
〔中略〕そこにはその国の人たちの考え方があり、子育てのスタイルも違うし、えー
もしかしたらこちらでも生かせるんじゃないかなって。〔中略〕そういう新たな発見
は、ワークショップに行くごとにあるなっていうふうに思いますね」 
 
また、K さんは動画発表者たちがここへ来るまでに「いい出会い」をしており、その出
会いが人の人生を大きく変えると感じた。「そういう出会いをもっと増やしていけたら、
もっと豊かな社会になる」のではないかと考えている。 
3.2.4. ワークショップ後の動き・展開 
若者支援者らが最後にワークショップに参加してから、事後インタビュー調査の時点ま
で、約 8～13 カ月経過しているが、その間、4 名の若者支援者それぞれに、ワークショッ
プ後の動きや新たな行動などが見られた。 
H さんはより多くの生徒たちと動画を共有したいと考え、ワークショップ後の茶話会時
に、動画発表者の L さんや T さんと直接話をし、勤務先の学校へ動画を見せに来てほしい
と依頼していた。そして、2016 年 9 月に T さんの学校訪問、動画の視聴会が実現した。 
会場には高校 1 年生から 3 年生までの 62 名が集まった。視聴会では動画を一時停止し、
学校の教員がポルトガル語で内容を解説しながら、丁寧に生徒たちに見せていった。この
時、ワークショップに参加した J.K さんや L.A さんが発言の機会を与えられると、彼らは
大勢の生徒たちの前でしっかりと自分の意見を語った。H さんは、ワークショップに行か
なければ経験できないことなので、J.K さんらが参加できてよかったと思っている。 
また、H さんは自らの日本語担当クラスで足し算自己紹介をやってみた。クラスは大い
に盛り上がり、一体化した。 
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E さんはワークショップ後、職場の同僚や生徒にその人の「これまでに」について、よ
く話を聞いてみた。すると、一緒に働いてきた同僚の知らない一面を聞くことができ、興
味深かった。また、フィリピン出身の生徒にフィリピンにいた頃の話を聞くと、その話か
らフィリピンの学校事情や学校生活をうかがい知ることができ、その生徒の「将来（フィ
リピンで）こんな（日本のような）学校（を）つくりたいなあ」という希望を聞くことが
できた。同時に、E さんに日本語で話したことで、「けっこう俺、日本語できたじゃん」と
いう生徒の喜びも伝わってきた。その生徒の了解を得て、彼の話を他の教員と共有したこ
とがきっかけで、彼が中学の研究授業で自分の生い立ちを発表することにつながった。 
I さんは 2017 年からボランティアによる日本語教室に関わっている。20 年近く日本に
住みながら日本語ができない日系人労働者は少なくないが、職場で準社員に昇格するため
には日本語力が決め手となることから、これまで特に日本語を勉強してこなかった日系人
労働者の間で、日本語学習に対するモチベーションが高まっているためだ。また、自分も
もっと勉強しなければと、長らく本棚の「飾り物」になっていた書籍を読み始めた。 
K さんはワークショップで披露した動画が 1 回限りの発表で終わってしまうのはもった
いないと思い、新たな場所でくり返し生かすことができる、次の展開の可能性を模索して
いる。 
 
以上に見たように、4 名の若者支援者も多様な他者との直接的な対話、または動画視聴
による間接的な動画発表者との対話から、それぞれに多くの気づきや学びを得、思考を深
めた。そして、それが各々の日常において新たな行動となって表れていた。 
 
４. 事後インタビューの考察 
前章では、他者との対話に関する語り、動画視聴に関する語り、新たな行動に関する語
りを抽出し、ワークショップでの直接的な他者との対話や動画視聴による間接的な動画発
表者との対話などから、ワークショップ参加者が感じたこと、考えたこと、気づいたこと
などを具体的に見た。 
ここでは、ワークショップでの直接的な他者との対話や動画視聴による間接的な動画発
表者との対話から、ワークショップ参加者が何を受け取り、彼らの認識や行動などがどの
ように影響したか。また、ライフストーリー動画がどのような社会的意味を持つかについ
て検討する。 
動画発表者にとって、動画を通じた他者との対話による営みは、動画発表者自身の認識
を変えたり、新たな認識を付け加えたりするものであった。そうしたことは、自分の人生
を他者に物語ることで、過去－現在－未来という人生の時間軸の中で連続した自己として
自らを再構成し、未来を見据える経験として意味づけられる（桟敷,2016）。 
ワークショップ参加者も同様に、ワークショップの場での直接的な他者との対話や動画
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を通じた間接的な動画発表者との対話によって、自らの認識を変え、そこから新たな選択
をし、行動を起こしていることが分かった。 
以下、その様子を日系人高校生と若者支援者に分けて考察する。 
 
4.1. 日系人高校生に見られた他者との対話による影響 
日系人高校生の場合は、T さんの動画を通じて得た新たな発見を自らに取り入れたり、
自らの「これまで」の体験を追認したりすることによって、自らの認識が変わり、その結
果、新たな選択へと歩みを進めた経験として見ることができる。 
日系人高校生らにとって、日本人の T さんでも学校でいじめられ、自分たちと似たよう
な経験をしていたことは、まさに目から鱗が落ちるような発見だった。そして、いじめや
嫌がらせの原因が文化によって異なることや、日本人でもいじめられるという事実を知っ
た。こうした新たな発見を自らの中に取り込むことにより、「外国人だからいじめられる、
嫌な思いをする」という認識から、「どこにでも誰にでも辛いことはある」という認識に変
わった。さらに、T さんがいじめという困難を乗り越え、克服したという事実に勇気づけ
られた。 
L.A さんは外国人だけが差別を受けると思っていたが、差別やいじめは日本人も受ける
ことがあり、国の違いだけではないことが分かった。T さんの動画はそれを視聴者に伝え
ることができ、また「ちょっと苦しんでいる人たちのために、そのみんなを助けるために、
とってもすてきだ」と思った。 
E.S さんも自分だけのことを考えて、自分だけが辛いと思っていたが、動画を視聴し、
「一人じゃない」と感じた。さらに、困難に向き合うときの見方を変えなければいけない
と気づき、自分の考え方が変わった。 
A.Y さんは、日本人が人をいじめたり、からかったりするときの原因が自文化とは異な
ることを自らの体験から何となく知っていたが、T さんの動画で父親の不在や経済的なこ
とがいじめの原因になることを知り、驚きつつも、それは日本人にとって「普通じゃない」
からいじめられたのだ、と改めて文化の違いを再確認した。 
このように、日系人高校生らが動画視聴を通じて T さんの人生をなぞりながら自らの認
識を変容させていくことは、自らの「これまで」の人生を再構成することになる。このこ
とが「これから」の人生を見据えるための準備となり、将来のために新たな選択をし、次
の段階に一歩踏み出すことや、未来の方向性を見出すことにつながっていく。 
動画発表者の他者との対話による経験も、人生の時間軸の中で連続した自己として自ら
をとらえ、未来を見据えるという意味があった。ワークショップ参加者の場合は、動画を
視聴し、動画発表者の人生をなぞることで、動画発表者が過去－現在－未来という人生の
時間軸の中で連続した自己として自らを再構成したことを、無意識のうちに追認、あるい
は疑似体験しているといえよう。そうすることで、ワークショップ参加者らも未来を見据
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え、次に進むための新たな選択をする準備ができるのだ。 
4 名の日系人高校生は事後インタビューにおいて、各々、自らの「これから」について
以下のような決意や選択を口にしている。 
 
A.Y さん：ブラジルの大学に進学することを決めた 
E.S さん：日本での大学進学の可能性を探る 
G.Y さん：数学と日本語の勉強を頑張る 
L.A さん：人の目を気にせず、自分にとっていいことをする。つまらない仕事も頑張
りながら、少しずつやりたいことを目指していく 
 
ワークショップという非日常での「新しい体験」から得た気づきを、その後、次に進む
ための新たな選択につなげ、実際に行動に移すことによって、日常という連続性のあるも
のに転化し、各々が生きることにつなげたといえよう。 
 
4.2. 若者支援者に見られた他者との対話による影響 
他方、若者支援者らにとって、動画視聴を通じた動画発表者との対話は、自分の「これ
まで」の人生を根底から揺り動かすほどのインパクトはないように見受けられる。だが、
動画発表者の人生をなぞりつつ、自らが歩んできた道を再確認するとともに、「これから」
のための示唆を得た経験としてとらえることができる。 
E さんは、外国につながる生徒たちが「日本の生活のリズムに合わせていく」ことも必
要だと思っていた。だが、M さんの動画を見、実際に M さんと対話して、「大人になること
で答えが出る」こともあると思い直した。今は立派に見える M さんにも悩んでいた時期が
あったことは発見だった。そして、生徒たちが立派な大人になるために、今自分にできる
ことは「急かすことじゃない」という気づきを得ている。 
H さんもまた、「若者を見守る」ことを学んだ。動画からの学びではないが、学生スタッ
フの危なっかしいプログラム進行を目にし、手出し、口出ししたくなる気持ちをおさえ、
見守ることが大事だと悟るに至った。 
I さんは、S さんの動画から語学学習について大いに刺激を受けた。S さんがわずか半年
の日本語学習で日本への留学を実現した話は、何年も日本に住みながら日本語ができない
日系人への刺激やヒントになると考えた。また、忙しさを理由に勉強しなければと思いな
がら勉強していない自分自身への刺激にもなった。 
K さんは複数の動画を視聴し、動画発表者たちがここへ来るまでに「いい出会い」をし
ていることに気づき、そうした人と人の出会いが人生を大きく変えると感じた。「そういう
出会いをもっと増やしていけたら、もっと豊かな社会になる」と多文化共生社会の創造に
関して示唆を得、「これから」の課題を見出している。 
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以上のように、若者支援者らも各々に動画視聴やワークショップでの活動から、気づき
や示唆等を得ている。だが、彼らのそれは、日系人高校生が経験したほどのインパクトは
なく、自分の「これまで」を再構成するほどのものではないだろう。しかしながら、動画
視聴を通じてその動画発表者の人生をなぞることは、若者支援者らにとって自分の「これ
まで」を反芻し、再確認することになったのではないか。そうして、自らの認識を微調整
ないし修正しながら、「これから」へ向かうために必要なものをつかみ、それぞれの日常に
おいて新たな行動につなげている。 
実際、3 章で具体的に見たように、若者支援者らはワークショップ後に、精力的に新た
な行動や展開を起こしていた。日系人高校生同様、ワークショップという非日常の体験か
ら得た気づきや学び、示唆等をその場限りのものにせず、日常に持ち帰り、連続する営み
に転化したといえる。 
 
4.3. ライフストーリー動画の社会的意味 
以上、どの世代のワークショップ参加者（日系人高校生、若者支援者）も動画視聴を通
じて動画発表者と対話し、その発表者の人生をなぞることで、自らの「これまで」を再構
成したり、再確認したりし、各々の「これから」に生かせる何かをつかんだことを見た。 
ほとんどのワークショップ参加者は、新しい経験や出会い、好奇心といった漠然とした
ものによってワークショップにいざなわれ、具体的
．．．
に
．
何かを得ることを目的としていない。
そのため、ワークショップの場に集う人々に明確に意識されてはいないが、ライフストー
リー動画を活用したワークショップは、参加者の「これから」に生かせる何かという、言
わば「潜在的なニーズ」を満たすことができるものである。とりわけ、自分の「これから」
を切り拓こうとする若者世代に、次のステップへ進むために必要なものを提供することが
できる。 
また、ライフストーリー動画はワークショップの場で世代を越えて人と人がつながり、
対話するための道具として機能している。その道具としてのライフストーリー動画には、
動画発表者の人生をより多くの人と共有し、その人生や対話の営みから学び、何かをつか
み取り、それを糧にして成長するといった人材育成上の教育的価値があろう。 
本研究によって得られた知見は、ライフストーリー動画が、現世代と次世代が対話し、
つながるためのコミュニケーション・ツールになり得ることを裏付けるものである。こう
してライフストーリー動画は、現世代の経験や知恵等を次世代に継承することに貢献し、
社会的意味を帯びることとなる。 
 
５. おわりに 
本稿では、ワークショップ参加者の事後インタビュー調査における語りを分析し、ワー
クショップ参加者が、直接的な他者との対話や動画視聴による間接的な動画発表者との対
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話から一定のインパクトを受け、多くの気づきや学びを得、ワークショップ後の日常にお
いて、新たな選択や行動をしていることを明らかにした。さらに、ライフストーリー動画
が、世代を超えて他者とつながり、対話するための道具として機能することを確認した。 
ワークショップは、普段出会わないような多様な人たちと出会い、様々な活動を楽しみ
ながら他者とつながることができる興味深い非日常空間だ。そこで楽しみながら、知らず
知らずのうちにコミュニケーション能力を高めることになり、その中には有意義な学びも
ある。事実、若い世代の日系人高校生にも、大人の若者支援者にも、概ね好意的に受け入
れられ、活動を楽しむ様子が見て取れたし、気づきや学びもあった。このようなワーク
ショップの場に、より多くの人を呼び込み、より多くの人に活動を認知してもらい、地域
社会へ活動の輪を広げていくことが今後の課題である。 
実は、若者支援者らの事後インタビューにおける語りには、これからのワークショップ
展開について示唆に富むものが多数あった。こうした人々と連携し、活動の質を高めつつ、
次世代を担う地域の人材育成に貢献していきたい。 
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注 
（１） 2015 年度（2015 年 6 月 20 日、8 月 8 日、12 月 19 日）と 2016 年度（2016 年 5 月
28 日、7 月 9 日、12 月 17 日）は年 3 回、2017 年度は 2 回（2017 年 7 月 8 日、
12 月 9 日）、いずれも土曜日に舟橋宏代氏（本学教授）をはじめ、本学職員、学生
スタッフと共に開催。2015 年度、2016 年度は本学の COC 事業（鈴鹿国際交流協会
助成事業）、2017 年度は鈴鹿国際交流協会との共催事業である。 
（２） 筆者は、本研究のライフストーリー動画をライフストーリーの一形態として考え
ている。その根拠は、動画発表者（語り手）と筆者（聞き手）がインタビューの
場を持ち、対話をし、共に動画に収録するライフストーリーをつくり上げたこと
にある。ライフストーリー・インタビューについては桜井（2015）を参照された
い。 
（３） 動画発表者のプライバシー保護のため、彼らがいつ（何回目のワークショップ
で）発表したかは公表しない。 
（４） Draw My Life は 2013 年 1 月にアメリカの YouTuber が始めた、投稿動画コンテン
ツの一種である。本研究の Draw My Life の制作過程等については桟敷（2016）を
参照されたい。 
（５） ワークショップ参加者（調査対象者）のプライバシー保護のため、ワークショッ
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プに参加した日、事後インタビュー実施の具体的な日時と場所は公表しない。 
（６） アンケート調査の質問項目は、以下の通りである（原本はひらがな表記、分かち
書き）。 
Q1． いつ、ワークショップに行きましたか。 
Q2． どうして、ワークショップに行くことにしましたか。 
Q3． ワークショップについて、どんなことを覚えていますか。 
Q4． ワークショップで誰と話しましたか。どんなことを話しましたか。 
Q5． Draw My Life を見て、どう思いましたか。 
Q6． Draw My Life をつくった人と話しましたか。どんなことを話しましたか。 
Q7． Draw My Life を見て、自分の考えなどが変わりましたか。何が、どのよう
に変わりましたか。 
Q8． Draw My Life をつくって、発表することについて、どう思いますか。 
やってみたいと思いますか。 
Q9． ワークショップはどうでしたか。あなたにとって、どんな経験でしたか。 
Q10．ワークショップに行ったあとで、何か考えたことがありましたか。ワーク
ショップでの経験や、そこにいた人と話したことなどから、何か影響を受
けましたか。 
（７） 語りの中の記号は、桜井（2002, pp.177-180）を応用した。 
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A Study of Dialogue through the Life Story Video 
Focusing on the impact that video gave to workshop participants 
 
Mayumi  SANJIKI 
 
Abstract 
The Life Story Video (Draw My Life) Workshop is intended to enhance the 
communication skills of young people in Suzuka City and neighboring regions. During 
the workshop, participants interact with each other directly, and with the Draw My 
Life publisher indirectly, by watching videos. 
In the present article, participant interactions are made clear through an interview 
investigation, and the impact of the interactions of the workshop participants is 
examined. As a result, the following becomes clear. First, workshop participants gained 
greater self-awareness and learning through these interactions. They reorganized their 
own lives, and then adopted new behaviors. Second, Life Story Video works as a tool 
that can connect people across generations. It has educational value for the next 
generation. 
 
Key Word  
interaction, recognition change, life story, video, workshop 
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